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袋井市の前期更新世掛川層群宇刈層から産出した化石

北　村　孔　志*・吉　川　博　章**

１．はじめに

掛川層群は静岡県西部に分布し，海棲軟体動

物化石を多産することで知られ古生物学的研究

が数多く行われている．掛川層群の植物化石に

関しては，黒田（1991）や吉川・北村（2005），

北村ほか（2010）の報告があるが宇刈層からの

ものはない．今回，袋井市の掛川層群宇刈層の

新たな化石産地から，６科８属の植物化石を採

取したので報告する．

２．化石産地と産出層準

化石産地は県道81号線東側の仮称大日ほたる

公園整備地（図１，図２A，B）である．菊川

市から掛川市，袋井市，磐田市にかけて前期更

新世の掛川層群が，広く分布しており，東部地

域と西部地域では岩相が若干異なる．西部地域

は，下位より野部層，大日層，宇刈層，油山層，

蘇我層に分けられ，それぞれは整合関係である．

野部層は礫を主とし，大日層は細粒砂層を主と

し軟体動物化石を多産する．宇刈層は薄いレン

ズ状のシルト質砂層と泥層の互層を主とし，油

山層は細粒砂層～中粒砂層を主としている．蘇

我層は礫層を挟み中粒砂層～粗粒砂層を主とし

ている（白井・木宮，1990）．

今回の露頭は，シルト質砂層と泥層の互層で

あることから宇刈層に相当すると考えられる．

露頭で作成した柱状図を図３に示す．植物化石

は材を含む泥岩層（図３の層準１）と砂岩層

（図３の層準２）から産出した．

*静岡大学工学部，**豊橋市自然史博物館

図２．A，大日ほたる公園整備中の様子（2010年１
月４日）．B，種実化石採取時の様子（2010年
10月22日）．※図３の柱状図作成位置．

図１．県道81号線東の大日ほたる公園整備地の植物
化石産地．
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３．産出した植物化石

植物化石の大部分は斜面での表面採取による．産出したどの植物化石も摩滅し，圧縮で押しつぶさ

れている．得られた植物化石は，６科８属であり針葉樹３属，広葉樹５属であった（表１，図４）．今

図４．産出した植物化石．1，Tsuga sp．（ツガ属の一種の球果）．2，Tsuga sp.（ツガ属の一種の球果）．3，
Pseudotsuga subrotunda（ヒメトガサワラの球果）．4，Picea sp．（トウヒ属の一種の球果）．5，
Pseudotsuga？sp.（トガサワラ属？の一種の球果）．6，Pseudotsuga subrotunda？（ヒメトガサワ
ラ？の球果）．7，Juglans megacinerea（オオバタグルミの堅果）．8，Davidia involucrate（ハンカ
チノキの内果皮）．9，Fagus microcarpa（ヒメブナの殻斗）．10，Stewartia monadelpha（ヒメシャ
ラの�果）．11，12，Magnolia sp.（モクレン属の一種の種子）．13，14，不明（種子）．15，不明
（刺）．スケールバーは各１㎝．

表１．掛川層群宇刈層産出の植物化石．

図３．化石産出地の柱状図．
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回得られた種実化石では，Stewartia monadelpha（ヒメシャラ）の 果とDavidia involucrate（ハ

ンカチノキ）の内果皮が多かった．

４．考察まとめ

宇刈層の堆積環境は外側陸棚とされており（Sakai，1995），産出した種実化石は保存が悪く，細か

な有機物の破片も多いことから，外側陸棚まで運搬され堆積したと推定される．また，層準１より層

準２の方が種数が多く，全体の個数も多い．層準１と層準２では材の有無など岩相に若干の違いが認

められるため，堆積様式などが異なる可能性がある．産出した種実化石のうちJuglans megacinerea

（オオバタグルミ）やDavidia involucrate（ハンカチノキ）は掛川層群の他の層準のものより小型で

あるように見えるため，今後，より詳細な層準対比や岩相の比較も行いながら，検討を進めていきた

い．
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